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１．次の 2 次関数のグラフと直線の共有点の個数を判別式 D を用いて調べよ。また、

共有点があるときには、その座標を求めよ。【４点】 

2y x= , 2y x= − +  

 

２．次の 2 次関数のグラフと直線の共有点の個数を判別式 D を用いて調べよ。【６点】 

   2y x= − , 2y x k= − +  

 

３．次の 2 次不等式を解け。【各２点】 

(1) 0822 −− xx          (2) 0962 +− xx   

(3) 224 22 ++− xxx          (4) 
24 4x x+ ≦  

(5) 
216 8 1x x+ −≦  

 

 

 

＜Challenge!!＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜楽しい角度問題＞シンプルなものほど難しい？！ 

次の図形の xの角度を求めよ。 

 

 

 

 

 



類 題 

 

１．放物線 24y x x= − と次の直線の共有点の座標を調べよ。 

(1) 4y x= −          (2) 2 1y x= +         (3) 3 1y x= −  

 

 

２．放物線 21y x= − と直線 y x k= + の共有点の個数は定数 k の値によって 

どのように変わるか調べよ。 

 

３． 次の 2 次不等式を解け。  

(1) 01832 ≧−+ xx    (2) 094 2 −x   (3) 01682 ++ xx  

(4) ( ) xx ≦
2

1+        (5) 0
4

1
39 2 ≦−+− xx  (6) 0

4

25
52 ≦+− xx  
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１. 放物線と直線の共有点【４点】 

共有点の個数：2 個  共有点の座標： ( 2− , 4 )，(1 ,1)  

２. 放物線と直線の共有点の個数【6点】 

0D  のとき、すなわち、 1k  のとき、共有点 2個 

0D = のとき、すなわち、 1k = のとき、共有点 1個 

0D  のとき、すなわち、 1k  のとき、共有点 0個 

３.  2 次不等式の解法【各２点】 

(1) 42 − x  

(2) 3=x 以外のすべての実数 （ 3x  ） 

(3)すべての実数  

(4) 2 2 2x −≦ ，2+2 2 x≦  

(5) 
1

4
x = −  

＜Challenge!＞（＋５点ずつ） 

（1） 4m =   （２）
61

4
m   

＜角度問題＞（＋５点） 

３０°（テキトーに答えてあっていたはナシ！） 

類 題 

１. 放物線と直線の共有点 

(1) ( 1− , 5− )，( 4 , 0 ) (2) (1 ,3 )  

(3) 1 5 1 3 5
,

2 2

 + +
  
 

， 1 5 1 3 5
,

2 2

 − −
  
 

 

 

 

 

３.  2 次不等式の解法 

(1) 6−≦x , x≦3  (2)
2

3

2

3
− x  (3)解なし  (4)解なし 

(5)すべての実数   (6) 
2

5
=x  

 

２. 放物線と直線の共有点の個数 

0D  のとき、すなわち、
5

4
k  のとき、共有点 2 個 

0D = のとき、すなわち、
5

4
k = のとき、共有点 1 個 

0D  のとき、すなわち、
5

4
k  のとき、共有点 0 個 

 



＜Challenge！＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜角度問題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AC の延長線上に∠BEC＝90°となる

点 E を取り、ED を引く。 

△ABE は直角二等辺三角形、点 E は

BC を直径とする円周上の点となり、

BD=DE，BDE＝60°（中心角）だか

ら、△BDE は正三角形になる。 

△EAD，△CDE は二等辺三角形だか

ら、∠AED＝30°，∠EAD＝75° 

よって、x=75-45=30° 

 


